
 

 

 

 

 

 

 

 

 対称反射測定プロファイルから ND方向の逆極点図を表示 
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概要 

 逆極点は、極点図測定からＯＤＦ解析後、あらゆる方向の逆極点図を計算できるが、最も重要な 

ＮＤ方向に関しては、通常測定である対称反射プロファイルから計算できる。 

通常は、サンプルチェンジャーと組み合わせ、面内回転を行い測定します。 

定性測定と異なり２θ法方向の分解能は必要としないので発散光学系とし発散スリットを広くし 

多数の結晶粒を測定し、受光スリットの分解能は必要としないので０．３ｍｍ程度を利用する。 

以下にアルミニウムを例に連続測定データから指数付きの分割データに変換し、ｒａｎｄｏｍと 

ｓａｍｐｌｅの比率を計算し、ステレオ三角形上に表示する手順を説明します。 

 

測定データ 

 

 

  

解析プログラム 

 ProfiletoDivisionProfile 

  複数の連続データから指数付きの分割データに変換 

 InverseAll 

  分割データから各種処理を行い、Sample/Random計算を行う 

 InverseDisplay 

  ステレオ三角形上に、数値表示、３D表示を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



解析 

 

 

 材料を選択（管球も指定） 

 

 プロファイルデータを複数選択  切り出し範囲指定  分割開始   InverseAllの起動 

 

 

 

 



材料の選択 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 



連続データの選択 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 



分割データをＣｒｅａｔｅ 

 

 

 

 

 



データ確認 

連続データ     分割データ 

  分割数１－＞９  Ｄａｔａの切り出し 

 

 

  指数付けが行われている。 

 

 

 

 

 

 

 

 



InveraeAllの呼び出し 

 

 

 

解析手法を指定 

 ＲａｎｄｏｍＩｎｖｅｒｓｅを選択 

Ｒａｎｄｏｍ指定 

  

  分割データが保存されている NEWFILE／Al-powder.ASCを選択 

 



Ｓａｍｐｌｅの選択 

  

 

 

ピーク強度の場合各種条件を指定するが、積分強度の場合、バックグランドの平均化点数のみ 

 逆極点の場合、等高線で表示されているが、本手法では方位［ｈｋｌ］の数値のみのため、 

    広がりを含めた積分強度手法が望ましい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



積分強度開始 

 

 

 

逆極点図表示 

 

    表示するデータ選択 

 



逆極点種別選択 

 Otherに InverseAllにする。（２回目以降は選択不要） 

 

 

 

 ３D表示や等高線の幅は、見やすくするためで意味はありません。 



ＩｎｖｅｒｓｅＡｌｌソフトウエアにＦＷＨＭ計算追加 

  

 Ｐｅａｋ計算にＦＷＨＭを追加し、３Ｄ表示や等高線表示の広がりに適用 

 Ｐｅａｋ 

 FWHM=10degで表示 

Ｐｅａｋ＆ＦＷＨＭ 

  

FWHMは、積分強度／ピーク強度で計算 



３Ｄ表示をやめて数値表示のみ 

 

 

等高線描画 

  

  

    等高線間隔を 0.2に変更して表示 



InverseDisplayの Version1.15以降は AngleDataファイルが作成される 

  ＡｎｇｌｅＤａｔａを選択 

 

ｈｋｌで 

  

Ｖａｌｕｅで 

  



Ｉｎｖｅｒｓｅプロファイルの表示 

 

 

 

 



Ｉｎｖｅｒｓｅプロファイルの印刷 

 画面をマウス右クリックで印刷可能 

 


